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い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
、今
で
き
る
こ
と

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　

今
年
の
防
災
訓
練
は
、
市
内
に
震
度
６

強
の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、

自
治
会
の
自
主
防
災
組
織
の
訓
練
を
中
心

に
、
市
内
６
地
区
を
重
点
地
区
と
し
て
、

８
月
31
日
㈯
に
実
施
し
ま
す
。
当
日
は
、

重
点
地
区
内
の
各
自
治
会
で
指
定
さ
れ
て

い
る
第
一
次
避
難
場
所
か
ら
、
広
域
避
難

場
所
ま
で
の
避
難
訓
練
や
、
広
域
避
難
場

所
開
設
・
運
営
訓
練
な
ど
を
行
う
予
定
で

す
。

実
践
的
な
災
害
対
策
本
部
訓
練

　

市
庁
舎
内
に「
災
害
対
策
本
部
」を
設
置

し
、
非
常
伝
達
訓
練
や
、
職
員
が
自
宅
か

ら
徒
歩
ま
た
は
自
転
車
に
よ
り
職
場
へ
参

集
す
る
非
常
参
集
訓
練
、
避
難
場
所
と
の

情
報
交
換
な
ど
、
災
害
時
に
行
政
が
迅
速

か
つ
的
確
に
応
急
対
策
活
動
を
行
う
訓
練

を
実
施
し
ま
す
。

訓
練
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い

　

重
点
地
区
で
実
施
さ
れ
る
訓
練
は
ど
な

た
で
も
参
加
・
見
学
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
会
場
に
お
越
し
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

こ
の
機
会
に
、
い
ざ
と
い
う
時
の
避
難
場

所
は
ど
こ
か
、
ま
た
、
非
常
持
ち
出
し
の

防
災
用
品
は
揃
っ
て
い
る
か
な
ど
、各
自
・

家
族
で
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

８月
31日
㈯

平
成
25
年
度
上
田
市
防
災
訓
練

●上田市防災訓練を実施します
○日時　８月31日㈯午前６時～正午
○会場　以下の重点地区（６会場）
　・城下地区（城下小学校・南小学校）
　・豊殿地区（豊殿小学校）
　・長瀬地区（長瀬市民センター）
　・内村地区（西内小学校）
　・本原地区（本原小学校）
　・武石地区（武石小学校）
○訓練内容
　・非常伝達・参集訓練
　・広域避難場所開設・運営訓練
　・災害対策本部運営訓練など

※市内で災害が発生した場合や災害発生の恐れがある
場合には、訓練規模の縮小または訓練を中止するこ
とがあります。
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○
主
な
訓
練
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す

●
広
域
避
難
場
所
開
設
・
運
営
訓
練

　

震
度
６
強
の
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
に
伴
い
、
開

設
し
た
広
域
避
難
場
所
の
運
営
を
、
重
点
地
区
の
自

主
防
災
組
織
と
消
防
団
、
市
職
員
が
連
携
し
て
行
い

ま
す
。

●
応
急
救
護
訓
練

　

広
域
避
難
場
所
に
お
い
て
、
避
難
者
の
中
に
負
傷

者
が
い
る
場
合
を
想
定
し
て
、
消
防
職
員
や
消
防
団

員
に
よ
る
応
急
救
護
訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
訓
練

　

避
難
者
の
中
に
重
傷
者
が
い
る
と
想
定
し
て
、
消

防
職
員
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
※
を
使
用
し
た
取
扱
訓
練
を

行
い
ま
す
。

※
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
心
室
細
動
の
際
に
機
器
が
自
動
的
に
解
析
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
て
電
気
的
な
シ
ョ
ッ
ク（
除
細
動
）を

与
え
、
心
臓
の
働
き
を
戻
す
こ
と
を
試
み
る
医
療
機
器
。

●
災
害
用
備
蓄
資
器
材
使
用
体
験
訓
練

　
（
浄
水
訓
練
）

　

市
内
の
備
蓄
庫
内
に
配
備
さ
れ
て
い
る
災
害
用
備

蓄
資
器
材
を
会
場
内
に
展
示
す
る
と
と
も
に
、
プ
ー

ル
な
ど
の
水
を
、
浄
水
器
を
使
用
し
て
飲
料
水
と
す

る
な
ど
、
資
器
材
の
使
用
体
験
を
行
い
ま
す
。

●
災
害
対
策
本
部
設
置
・
運
営
訓
練

　

市
庁
舎
内
に
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
刻
々
と

変
化
す
る
被
災
状
況
に
応
じ
て
避
難
勧
告
の
発
令
や

防
災
関
係
機
関
へ
復
旧
依
頼
を
す
る
な
ど
実
践
的
な

訓
練
を
行
い
ま
す
。

●
災
害
時
相
互
応
援
協
定
自
治
体
と
の
連
携
訓
練

　

協
定
自
治
体
で
あ
る
東
京
都
練
馬
区
、
埼
玉
県
上

尾
市
へ
先
遣
隊
と
し
て
職
員
派
遣
を
要
請
し
ま
す
。

●
臨
時
災
害
放
送
局
開
局
申
請
・
設
置
訓
練

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
市
民
へ
の
情
報
伝
達
手
段

と
し
て
開
局
す
る
臨
時
災
害
放
送
局
の
申
請
・
開
局

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

●アマチュア無線局の開設訓練
　通信手段が限られている場合や、孤立地域が
発生した場合の情報伝達手段として、アマチュ
ア無線局を開設し情報伝達訓練を行います。な
お、当日は市庁舎内に移動無線局を開設します
ので、アマチュア局で参加いただける方は、最
寄の場所から参加をお願いします。
　使用周波数
　◎144MHz 145.68MHz
　◎430MHz 433.68MHz（メイン）
　　439.68MHz（富士見台レピータ）
　　439.56MHz（丸子レピータ）

自主防災組織（自治会）　
非常伝達・参集訓練や広域避難場所開設・運営訓練など、自治会の身近な人同
士が助け合う「共助」を実践します。
○非常伝達・参集訓練、広域避難場所開設・運営訓練、応急救護・AED取扱訓練、
災害用備蓄資器材使用体験（浄水訓練）、初期消火訓練など

上田市
災害情報の伝達、災害用備蓄資器材の供給、避難
場所での被災者対応などの訓練や、災害時におけ
る災害対策本部運営訓練を行います。
○市職員非常伝達・参集訓練、災害対策本部設置・
運営訓練、広域避難場所運営訓練、総合指揮所
設置・運営訓練など

防災関係機関　　
災害時相互応援協定自治体との連携、臨時災害放
送局設置、広域避難場所からの映像伝送など、市
との連携を図りながら訓練を行います。
○災害時相互応援協定自治体との連携訓練、臨時
災害放送局開局申請・設置訓練、アマチュア無線
局の開設訓練など

連携 連携

連携

自主防災組織（自治会）を中心に、防災関係機関、市の３者の連携による訓練を行います。
●防災関係機関が各自の防災機能を市民へ披露する「劇場型」からの脱却
●市民が自ら考え、行動する訓練の実施
●大規模災害時における実戦的な災害対策本部訓練の実施

防災訓練の
基本方針

　  危機管理防災課　TEL21・0123
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「
減
災
」は
身
近
な
人
同
士
の「
共
助
」か
ら

　

市
で
は
、
平
成
23
年
度
に
修
正
さ
れ
た「
長

野
県
地
域
防
災
計
画
」と
の
整
合
を
図
り
な
が

ら
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
や
平
成
22
年
夏
季

の
豪
雨
災
害
に
よ
る
経
験
を
踏
ま
え
、
本
年
３

月
に「
上
田
市
地
域
防
災
計
画
」を
改
訂
し
ま
し

た
。
こ
の
計
画
は
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

被
害
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と

の
考
え
に
立
ち
、
あ
ら
か
じ
め
被
害
の
発
生
を

想
定
し
た
上
で
、
災
害
時
の
被
害
を
最
小
化
す

る「
減
災
」の
考
え
方
を
基
本
方
針
と
し
て
い
ま

す
。

地
域
防
災
計
画「
原
子
力
対
策
編
」を
新
設

　

本
市
の
防
災
計
画
は
、
風
水
害
や
震
災
対
策

な
ど
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
の
事
故
を
受
け
て
、
原
子
力
対
策

編
を
新
設
す
る
な
ど
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」の
連
携

　

こ
の「
減
災
」の
推
進
に
は
、
自
ら
守
る「
自

助
」、
近
隣
の
人
同
士
に
よ
る「
共
助
」、
行
政

機
関
に
よ
る「
公
助
」の
連
携
が
大
切
で
あ
り
、

中
で
も「
共
助
」は
被
災
者
の
救
出
や
救
護
な
ど

で
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

自
主
防
災
組
織（
自
治
会
）主
体
の

防
災
訓
練
の
取
組

　

災
害
時
の
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に

は「
共
助
」の
取
組
が
重
要
で
す
。
本
年
の
防
災

訓
練
は
、
市
内
６
地
区
を
重
点
地
区
に
自
主
防

災
組
織
を
中
心
と
し
た
避
難
・
参
集
訓
練
や
広

域
避
難
場
所
開
設
・
運
営
訓
練
が
特
徴
の
一
つ

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
城
下
地
区
や

豊
殿
地
区
で
は
、
昨
年
、
自
主
防
災
組
織
が
中

心
に
な
り
防
災
訓
練
を
実
施
し
、
多
く
の
市
民

が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
自
ら
考
え
、

行
動
す
る
防
災
訓
練
の
取
組

○メール配信を行います
　「上田市メール配信サービス」に登録していただいている方に訓練メールを一斉配信します。訓練
メールは、状況に応じて複数回配信しますのでご理解とご協力をお願いします。

○ツイッターで訓練の様子を配信します
　ツイッターは、様々な情報を携帯電話、スマートフォンやパソコンに、簡潔かつタイムリーに情
報発信する仕組みです。東日本大震災では、被災地の自治体の多くは公式ホームページからの情報
発信ができなくなりましたが、ツイッターを活用した自治体は災害状況や避難情報を発信し続ける
ことができました。そこで、ツイッターにより防災訓練の模様を情報発信しますのでご覧ください。
・上田市ツイッターアカウント　@cityueda　
・ツイッターの利用登録は下のアドレスまたは右の二次元コードをご利用ください。
　https://twitter.com/

メール配信登録用
二次元コード

　  広報情報課　TEL71・8080
ツイッター登録用
二次元コード

城下地区防災訓練の様子
（避難所運営図上訓練）

豊殿地区防災訓練の様子
（応急救護訓練）

広域避難場所運営訓練の模様を放送します
　新潟県中越地震（平成16年10月発生）において、自主防災会委員長と
して住民の安否確認や避難誘導、避難場所運営などの対応にあたった、
畔上純一郎氏により、避難場所運営の指導を実施します。この模様は、
上田ケーブルビジョン、丸子テレビ放送で放送しますので、ぜひご覧く
ださい。
●会　場　　城下地区（城下小学校）
●講　師　　畔

あぜ

上
がみ

純一郎氏（中越市民防災士会会長）
●放送時間　9:00～10:30（予定）
●放送局　　上田ケーブルビジョン、丸子テレビ放送

畔上純一郎氏
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◇事業所用太陽光発電システム設置費補助金（10kW未満）
　「上田市地域新エネルギービジョン」に基づき、太陽光発電を導入する中小企業者を支援します。電気料の節減や売電による
収益向上のために、工場や店舗、事務所などに設備の導入を検討されている方は、ぜひご活用ください。
補助金額 　１kWあたり6万1,000円（住宅と併設されている事業所の場合は取り扱

いが異なりますので、お問い合わせください）
その他 　設備工事や電力会社との契約が平成26年３月31日㈪までに完了する

ことが必要です。

◇制度融資「環境保全資金」
　環境保全のための設備（太陽光発電システムなど）を導入する中小企業者に対す
る制度融資です。希望者はお問い合わせください。
金　利 　年1.5％（条件により0.5％～0.7％の利子補給が３年間あります）
限度額 　3,000万円　　 返済期間 　10年以内　　 信用保証料　全額市が補助

　  商工課　TEL23・5395

　市では、新技術の開発による産業の活性化や、太陽光などの新エネルギーの普及に取り組んでおり、これらを推進する中小
企業者を支援しています。
　平成25年度の事業者募集を行いますので、希望される方は申請してください。
　手続きや条件などの詳細は、お問い合わせください。

事業所への太陽光発電の導入・
中小企業の新技術開発を
支援します

◇新技術等開発事業助成金
　「オンリーワン」の新技術取得やイノベーション創出など、地域産業の振興
および活性化を図るため、新技術等開発事業の応募を受け付けます。
　平成24年度は、「果実種取り器の開発（㈲玉井フルーツ）」、「緊急災害救助
用「土砂崩壊感知チェッカー」の完成と品質の確立（㈱東京電機）」、「合成繊
維に替わりうる特性を持たせた天然繊維（綿糸・綿製品）の加工法開発（キヨ
ミ研究所）」、「木質バイオマスを利用したロケット式熱源の開発（㈲太田鉄工
所）」の事業採択により、新たな事業展開などに役立てていただいています。
対象事業 　新技術の開発、または新産業の創出のために行う事業
対象者 　市内に工場、または研究機関などを有する中小企業者など
対象経費 　研究開発に要する経費（生産設備、汎用性の高い機器、取得価格

が50万円以上の分析装置、自社の人件費などは対象外）
助成率 　助成対象経費の２分の１以内。助成限度

額300万円
応募方法 　申請書に必要事項を記入し、12月２日㈪

までに、商工課へ。
事業採択 　当該分野の研究者、学識経験者などによ

る審査、ヒアリングを実施し決定します。
その他 　助成事業の題目（研究テーマ）および事業

所名などの事業所の概要について公表さ
せていただきます。また、市から研究成
果について講演会などでの発表を依頼す
る場合があります。

果実の自動種取り機
（㈲玉井フルーツ）

衝撃強度試験機（今回
開発した製品の強度を
測定するために製作し
た試験機）
（キヨミ研究所）

木質バイオマスを利用した
ロケット式熱源の開発
（㈲太田鉄工所）

土砂崩壊感知チェッ
カー（㈱東京電機）
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I N F O R M A T I O N  P I C K  U P

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

第二次上田市障害者基本計画を策定
計画への意見を募集します
　全ての市民に、障がいの有無にかかわらず、相互に人格と個性を尊重し合いながら共に生きることができる社会の実現
が求められています。
　市では本年度、障がい者※の自立、および社会参加の支援のための施策を総合的かつ計画的に推進することを目的とし
て、第二次上田市障害者基本計画を策定します。
　計画の策定にあたり障がい者支援の施策などについて、第一次上田市障害者基本計画（市ホームページにあり）を参考に
していただき、広く市民の皆さんからの意見を募集します。
募集期間 　８月１日㈭～30日㈮
応募方法 　氏名を明記した意見書（様式任意）を、郵送（〒386-8601住所不要）、FAX（24・9423）、または電子メール（fukusi@

city.ueda.nagano.jp）で送付するか、直接福祉課（市役所南庁舎１階）、または丸子・真田・武石地域自治センター
健康福祉課に持参してください。

意見の取扱　いただいた意見は、上田市障害者基本計画策定委員会に報告し、検討の参考とさせていただきます。
※障がい者…身体障がい、知的障がい、精神障がい（発達障がいを含む）その他の心身の機能の障がい（以下「障がい」と総

称する）がある方であって、障がいおよび社会的障壁により継続的に日常生活、または社会生活に相当な制
限を受ける状態にある方をいいます。治療方法が確立していない疾病（難病など）患者も法律の改正により今
年の４月から障がい福祉サービスの対象として位置付けられました。

　  福祉課　TEL23・5158

募集

募集

上田真田まつりの
武将になりませんか
 ｢第５回 真田幸村コンテスト」参加者募集
日　時 　11月３日（日・祝）午前10時～午後４時（予定）
場　所 　上田城跡公園芝生広場
対　象 　18歳以上（性別不問。高校生不可）
　　　　　信州上田まつり実行委員会主催イベント（来年の上田真田ま

つり、真田幸村コンテストでの審査員）への出演が可能な方。
優勝特典 　信州上田まつり実行委員会主催イベントで「幸村公」役として

出演するほか、その他のキャンペーンなどで「幸村公」になり、
上田市のPRをしていただきます。任期は１年。

申し込み 　｢応募申込書｣ ｢全身写真｣を郵送（〒386-8601住所不要　信
州上田まつり実行委員会事務局｢真田幸村コンテスト｣係宛）、
またはメール（kanko@city.ueda.nagano.jp）で事務局へ。申
し込み後、詳細を別途お知らせします。

応募締切 　10月21日㈪当日消印有効
　信州上田まつり実行委員会事務局（  観光課内）　TEL23・5408

第４回真田幸村コンテスト
優勝者（写真右）、準優勝者（写真左）
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上田地域高等職業訓練センター
職業訓練講座を開催

○建築施工１・２級技能検定講習
日　時 　８月25日㈰～平成26年１月５日㈰の隔週日曜日
 午前８時～午後５時（全11回）
定　員 　５名
受講料 　２万円（会員１万円）
○JWCAD初級知識講座
日　時 　８月20日㈫～９月14日㈯原則毎週火・木曜日
 午後６時30分～９時（全９回）
 最終回のみ（９月14日㈯）午前９時～午後４時
定　員 　18名
受講料 　２万4,000円（会員１万4,000円）
○JWCAD中級知識講座
日　時 　９月24日㈫～10月19日㈯原則毎週火・木曜日
 午後６時30分～９時（全９回）
 最終回のみ（10月19日㈯）午前９時～午後４時
定　員 　18名
受講料 　２万4,000円（会員１万4,000円）

○アーク溶接基礎講座
日　時 　10月19日㈯・20日㈰・26日㈯・27日㈰
 午前８時～午後５時（全４回）
定　員 　10名
受講料 　１万円（会員5,000円）
○アルミ溶接基礎講座
日　時 　11月16日㈯・17日㈰・23日（土・祝）・24日㈰
 午前８時～午後５時（全４回）
定　員 　10名
受講料 　１万円（会員5,000円）

〈共通事項〉
場　所 　上田地域高等職業訓練センター
　　　　　（常磐城１-３-20）
対　象 　上田地域内にお勤めの方、求職中の方
申し込み 　８月１日㈭～各講座開始日の前日までに、受講料

を添えて訓練センターへ。
　上田地域高等職業訓練センター　TEL75・7690

北条まどか別所線応援企画
北条まどかイメージガール　林恵理 一日駅長

講座・教室

　別所線存続支援キャラクター「北条まどか」イメージガールの林恵理さん
が、上田駅の一日駅長に就任します。
　当日は林恵理さんの特製フリー切符やグッズ販売のほか、駅長として別所
線で活躍していただきます。色々な楽しい企画も用意していますのでご家族
で別所線に遊びに来てください！
日　時 　８月11日㈰午前９時30分～（特製フリー切符販売午前９時～）
場　所 　上田駅ほか
業務内容 　駅業務（改札、案内放送、グッズ販売）、みんなの信州鉄道フェス

タ出演（アリオ上田店開催）、林恵理と行く第２回スタンプラリー
「別所線と遊ぼう」、車内アテンダント、撮影タイムもあり

※業務内容が変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。詳し
くは「上田電鉄ホームページ」またはWebサイト「別所線にのろう！」をご
覧ください。

　上田電鉄㈱運輸部　TEL39・7117

催し

職業訓練講座の訓練生を募集します。仕事に役立つ技能の習得・向上を目指しませんか。

林恵理さん
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姉妹都市などで上田産品を販売しませんか？
観光物産展出展事業者募集
　市では、毎年10～11月頃にかけて姉妹都市などで開催される観光物産展に出展しています。出展に意欲のある事業者
を募集します。
開催都市 　神奈川県鎌倉市、新潟県上越市、大阪府大阪市、東京都

練馬区、兵庫県豊岡市、和歌山県九度山町
出展条件 　上田産品または上田産品を活用した商品、上田の名産物

や特産品と成り得る商品の販売に限ります。
応募資格 　市内に店舗、または事業所を有し、各姉妹都市などで開

催される観光物産展の開催趣旨に賛同する方。
申し込み 　募集要項を配布します。電話、または直接商工課へ。
応募締切 　８月16日㈮必着
その他 　各都市の出展枠には限りがあります。応募多数の場合は

抽選となります。テント、または室内販売が原則です。
また、調理販売は行えませんのでご了承ください。

　  商工課　TEL23・5395

募集

催し

親子で木彫り体験
～上田の農民美術～
　交流・文化施設プレオープンイベントとして木彫り（農
民美術）体験教室を開催します。今回は４回シリーズの
第２回目の開催です。週末のひととき、親子で一緒に作
品作りに取り組んでみませんか？（３回目以降は、後日
申込受付）。
日　時 　８月31日㈯午後１時～４時30分
場　所 　交流・文化施設建設予定地ミニ・ミュージアム

（交流・文化施設建設現場事務所隣）
内　容 　「小物入れ」と「手鏡」の制作体験。上田の伝統

工芸である木彫（農民美術）の先生を講師に迎
え、自分だけのオリジナル作品を作ります。

講　師 　中村実氏（長野県農民美術連合会会員）
対　象 　小学３年生から中学生と保護者
　　　　　（※児童・生徒２人以上、友だちも一緒に参加可）
定　員 　先着16組
参加費 　無料
持ち物 　彫刻刀、作品に掘り込むデザインの下絵（簡単なもの）
申し込み 　８月12日㈪～23日㈮に、電話で交流・文化施設開設準備室へ。
今後の内容 　第３回：10月26日㈯／キーハンガーづくり／講師：尾澤敏春氏
 第４回：11月30日㈯／クリスマスツリーの壁飾り／講師：鈴木良知氏
　  交流・文化施設開設準備室　TEL 23・5219
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子どもを虐待から守るためにできること
子どもの虐待防止学習会
　「子どもの虐待防止」を訴えて日本一周マラソンを行っている甲

か

斐
い

英幸氏（宮崎県）が８月に上田市を通過する時期にあわせ、
子どもを虐待から守るために、私たちは何ができるかを皆で共有する学習会を開催します。
日　時 　８月18日㈰午前10時～正午
場　所 　ひとまちげんき・健康プラザうえだ
内　容 　①講演会「子どもが最優先」
 　～私が、日本一周マラソンに突き動かされた理由～
 　　甲斐英幸氏（NPO法人子ども虐待防止みやざきの会会長）
 ②パネルディスカッション・会場トークセッション
 　「子どもたちを救うために大人ができる一歩とは」
 　パネリスト：甲斐英幸氏
 　　　　　　　安藤哲也氏（NPO法人タイガーマスク基金代表理事）
 　コーディネーター：荒川玲子氏（総合型地域スポーツクラブうえだミックスポーツクラブマネージャー）
定　員 　100名
参加費 　無料
申し込み 　不要（託児希望のみ８月８日㈭までに要予約）
　  人権男女共同参画課　TEL23・5245

催し

信州国際音楽村コンサート
夏の終わりのハーモニー2013
　夏の信州国際音楽村のコンサートにふさわしく、緑豊かな自然に囲ま
れた純木造ホールでの「楽しい音楽」と、270度に広がるパノラマに囲ま
れた開放的なロケーションの中での、「夏祭り」的なイベントです。
期　日 　８月17日㈯
時　間 　コンサート／午後２時～４時
　　　　　夏祭り／①午後１時～２時、②午後４時～６時頃
場　所 　信州国際音楽村
出　演 　F

フレッツェッテ

reccette
曲　目 　つれない心、荒城の月、フニクリ・フニクラ、大都会（クリス

タルキング）ほか
料　金 　一般前売り2,500円（当日3,000円）、小中高生前売り1,000円

（当日1,500円）
チケット 　信州国際音楽村、平安堂（上田店・上田しおだ野店）、丸子文

化会館ほかで販売
その他 　詳細は、信州国際音楽村公式ページ
　　　　　（http://www.ongakumura.jp/）をご覧ください。
　（一財）信州国際音楽村　TEL42・3436

催し

甲斐英幸氏
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タ
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さ
れ
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。
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付
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６
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８
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。
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さ
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。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部
予
防

　
　

課　

TEL
26
・
０
０
２
９

お
盆
期
間
中
の
ご
み
収
集

　

お
盆
期
間
中
の
ご
み
収
集
と
上
田
、
丸

子
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
受
け
入
れ
は
、

通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

催　

し

男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

映
画
会「
わ
が
母
の
記
」

　

幼
少
期
、
両
親
と
離
れ
て
育
て
ら
れ
、

母
に
捨
て
ら
れ
た
と
い
う
想
い
を
抱
い
て

き
た
主
人
公
が
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２
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時
頃（
受
付
１
時
〜
）

●
場
所　

城
南
公
民
館

●
内
容　

果
物
タ
ル
ト
カ
ス
タ
ー
ド
ク

リ
ー
ム
、
チ
ー
ズ
カ
ス
テ
ラ
、
干
し
野

菜
の
フ
ロ
ラ
ン
タ
ン

●
定
員　

先
着
24
名

お
知
ら
せ
／
催
し

今
月
の
表
紙

　７月４日㈭わかくさ幼稚園で
恒例のわかくさ祭りが開催され
ました。
　今年は身近な虫や花の命を大
切に想う気持ちを育てることを
テーマに、各種催しが行われま
した。
　最初に園庭で行われたお神

み

輿
こし

には、年長クラスから、ありこ
ちゃんのお母さんをイメージし
た蟻のお神輿が登場しました。
「おかあさん」「さがせ」と交互に
元気な声をかけながら、練り歩
き、園庭に響く子どもたちの大
きな声からは、暑い夏を健康に
乗り越える元気な力が感じられ
ました。

わかくさ幼稚園夏祭り
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

催
し

●
参
加
費　

５
０
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

●
申
し
込
み　

８
月
５
日
㈪
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

市
民
総
合
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
開
催

●
期
日　

①
９
月
１
日
㈰

　
　
　
　

②
９
月
14
日
㈯

●
場
所　

①
②
上
田
城
跡
公
園
体
育
館
、

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
対
象　

①
一
般
、
②
高
校
・
大
学
生

●
参
加
費　

①
１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円
、

個
人
１
組
２
０
０
０
円

　

②
１
種
目
１
人
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

８
月
22
日
㈭
ま
で
に
、
電

　

話
で
①
上
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
西

沢（
TEL
23
・
１
３
６
９
）、
ま
た
は
金

井
、
②
上
田
千
曲
高
校
神
林（
TEL
22
・

８
６
４
７
）へ
。

　

上
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務
局

　
　
（
金
井
）　

TEL
27
・
４
３
２
０

「
真
夏
の
夜
の

オ
ン
リ
ー
ピ
ッ
ク
」開
催
！

　

何
か
の
き
っ
か
け
に
運
動
を
始
め
た
い

と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
!!
夏
の
一
夜
、
多

く
の
参
加
者
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
運
動

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
！
子
ど
も
か

ら
、
普
段
運
動
に
な
じ
み
の
な
い
大
人
ま

で
、
家
族
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
思
わ

ず
笑
顔
に
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

●
日
時　

８
月
24
日
㈯
午
後
６
時
〜
８
時

30
分（
受
付
５
時
30
分
〜
）

　

※
雨
天
中
止

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
野
球
場

●
内
容　

誰
で
も
気
軽
に
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
、
脳
と
体
を
使
っ
て
楽
し
む
運
動
遊

び
コ
ー
ナ
ー
、
盛
り
上
が
れ
！
４
コ
ー

ト
バ
レ
ー
、
白
熱
！
グ
ル
ー
プ
対
抗
大

縄
跳
び
、
白
熱
！
グ
ル
ー
プ
対
抗
全
員

リ
レ
ー

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
家
族
、
グ
ル
ー

プ
、
お
一
人
様
大
歓
迎
）

●
参
加
費　

一
人
１
０
０
円（
保
険
料
含

む
。
当
日
受
付
で
徴
収
）

●
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、
水
分

補
給
用
飲
料
、
タ
オ
ル
な
ど（
各
自
で

熱
中
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
）

●
申
し
込
み　

不
要
。
当
日
会
場
へ
直
接

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

　
　

※
当
日
の
連
絡
先

　
　

TEL
０
９
０
・
６
０
４
６
・
８
４
９
２

６月に訪れた中から紹介します。

せら知お

　商品の売買や医薬品の調剤などの取引行為、または病院や学校での体重
測定などの証明行為に使用するはかりは、精度を確認するために、２年に
１回、定期検査を受検することが計量法で義務付けられています。最寄り
の会場で受検してください。なお、検査には手数料が必要です。
●対象地区
　・上田地域／城下、川辺、泉田、神川（上堀自治会を除く）、神科、豊殿、

富士山、東塩田、中塩田、西塩田、別所温泉、川西、山口
自治会（上田地域は、対象地域を２つのグループに分けて、
交互に開催）

　・丸子地域、真田地域、武石地域／全域
●実施日程

はかりの定期検査

実施日 検査時間 検査会場

８月19日㈪ 午前９時30分～11時30分 上野が丘公民館
午後１時～３時 塩田公民館

８月20日㈫ 午前９時30分～11時30分 城南公民館
午後１時～３時 中村自治会館

８月21日㈬ 午前９時30分～11時30分 相染閣「あいそめの湯」
午後１時～３時 川西公民館

８月22日㈭ 午前９時30分～正午

丸子地域自治センター午後１時～３時

８月23日㈮ 午前９時30分～正午
午後１時～３時

８月26日㈪ 午前９時30分～正午 川辺町会館午後１時～３時

８月27日㈫ 午前９時30分～正午 武石地域自治センター
午後１時30分～３時30分 東塩田老人集会所

８月28日㈬ 午前９時30分～正午 真田中央公民館午後１時～３時

８月29日㈭ 午前９時30分～11時30分 農村環境改善センター
午後１時30分～３時30分 菅平高原国際リゾートセンター

８月30日㈮ 午前９時30分～正午

市役所西庁舎計量検査室午後１時～４時

９月２日㈪ 午前９時30分～正午
午後１時～４時

　 商工課　TEL23・5395
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

大
人
の
社
会
科
見
学

市
内
図
書
館
バ
ス
ツ
ア
ー

　

市
の
公
共
図
書
館
や
東
御
市
立
図
書
館

を
バ
ス
で
め
ぐ
り
、
図
書
館
の
楽
し
み
方

や
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
。

●
日
時　

①
上
田
市
の
図
書
館
を
体
験
し

よ
う
コ
ー
ス
／
８
月
31
日
㈯
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
４
時
30
分
、
②
最
近
開
館

し
た
図
書
館
を
体
験
し
よ
う
コ
ー
ス
／

９
月
１
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

●
集
合
場
所　

上
田
図
書
館
正
面
玄
関
前

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

１
０
０
円（
保
険
料
）

●
持
ち
物　

弁
当
、
水
分
補
給
用
飲
料
、

筆
記
用
具
、
エ
コ
ー
ル
利
用
者
カ
ー
ド

（
図
書
館
で
発
行
で
き
ま
す
）

●
申
し
込
み　

８
月
10
日
㈯
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆

ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　

気
軽
に
参
加
で
き
る
教
室
で
す
。
リ
ン

パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
＆
き
も
ち
い
い
〜
ス
ト

レ
ッ
チ
教
室
に
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

８
月
25
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

●
場
所　

真
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

ど
な
た
で
も

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

５
０
０
円（
さ
な
だ
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
会
員
２
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

８
月
７
日
㈬
午
前
10
時
以

降
、
電
話
、
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
局　

TEL
72
・
２
６
５
７

た
け
し
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

in
美
ヶ
原
高
原

　

美
ヶ
原
高
原
ア
ル
プ
ス
展
望
コ
ー
ス
約

９
㎞
を
歩
き
ま
す
。
天
候
が
良
け
れ
ば
、

３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
が
目
の
前
に
出

催
し

　６月26日、「2013年度信越連盟春季大会・信越連盟全日本選手権大
会兼第32回長野放送旗争奪戦」で優勝し、「ザバス杯第47回全日本リ
トルリーグ野球選手権大会」に、２年連続３回目の出場を決めた上
田南リーグの選手たちが、母袋市長を表敬訪問しました。
　ピッチャーの日

ひ

置
おき

航
わたる

さん（第二中学校１年）は、「全国大会に出場
し、世界に一歩でも近づけるように頑張りたい」、ショートの清水
奏
そう

太
た

さん（川辺小学校６年）は、「チームに貢献できるよう、精いっ
ぱいプレーしたい」と抱負を語っていました。母袋市長からは「どう
やって勝つかを常に考え、練習の成果を出して、ぜひ、世界大会が
行われるアメリカへ行ってほしい」と激励がありました。

ようこそ市長室へようこそ市長室へ

　６月26日、（独）国際協力機構（JICA）
の日系社会シニアボランティアとし
て、パラグアイに派遣される志摩浩一
さん（写真）が市長を表敬訪問しまし
た。
　志摩さんは、これまで、小学校教諭
として活躍され、また、25年前に、同
じ南米のエクアドルに３年間滞在した
経験をもとに、「日系の子どもたちに、
継承教育として日本語と日本人の大切
な心を伝えたい」と、今回の派遣に応
募されました。
　母袋市長からは「日本とパラグアイの懸け橋となり、任期を全う
してほしい」と激励があり、また「帰国した際には、多文化共生社会
の輪に加わってほしい」と期待を寄せました。

６月に訪問された方の中から紹介します。
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I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

現
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
24
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
頃（
小
雨
決
行
）

　

※
バ
ス
利
用
者
は
午
前
９
時
に
武
石
地

域
自
治
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
集
合

●
集
合
場
所　

美
ヶ
原
高
原
美
術
館
駐
車

場
●
対
象　

ど
な
た
で
も（
小
学
生
以
下
は

要
保
護
者
同
伴
）

●
参
加
費　

一
人
５
０
０
円
。
小
学
生
以

下
無
料
。

●
定
員　

な
し（
送
迎
バ
ス
利
用
者
は
先

着
30
名
）

●
持
ち
物　

弁
当
、
水
分
補
給
用
飲
料
、

敷
物
、雨
具
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
専
用
ポ
ー

ル（
な
い
方
に
は
、
無
料
で
お
貸
し
し

ま
す
）

●
申
し
込
み　

８
月
12
日
㈪
〜
19
日
㈪

に
、
電
話
、
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

　

武
石
観
光
協
会
事
務
局（

産
業
観

光
課
内
）　

TEL
85
・
２
８
２
８

Ｎ
Ｐ
Ｏ
上
田
図
書
館
倶
楽
部

10
周
年
記
念
講
演
会

　

上
田
図
書
館
倶く

楽ら

部ぶ

設
立
10
周
年
を
記

念
し
て
、
長
野
県
副
知
事
を
迎
え
て「
市

民
協
働
」に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

●
日
時　

８
月
31
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
15
分

●
場
所　

上
田
駅
前
ビ
ル
・
パ
レ
オ
２
階

会
議
室

●
演
題　

副
知
事
と
語
ろ
う　

市
民
協

働
っ
て
な
に
？－

誰
で
も
参
加
し
、
活

躍
す
る
場
が
あ
る－

●
講
師　

加
藤
さ
ゆ
り
氏（
長
野
県
副
知

事
）

●
定
員　

先
着
80
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

８
月
８
日
㈭
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

丸
子
図
書
館

夜
の
お
は
な
し
会

　

普
段
は
開
い
て
い
な
い
夜
の
図
書
館

で
、
お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、
大
型
絵
本
と
紙
芝

居
、
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
ビ
デ

オ
上
映
な
ど
を
館
内
の
３
つ
の
会
場
で
同

時
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
17
日
㈯
午
後
７
時
〜
８
時

●
場
所　

丸
子
図
書
館

　

丸
子
図
書
館　

TEL
42
・
２
４
１
４

真
田
図
書
館

「
お
は
な
し
広
場
」

　

笑
い
や
癒い
や

し
を
提
供
し
て
く
れ
る
腹
話

術
師
の
ヒ
ロ
・
タ
ッ
キ
ー
さ
ん
に
よ
る
腹

話
術
と
手
品
の
シ
ョ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

●
日
時　

８
月
17
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

●
場
所　

真
田
図
書
館

●
対
象　

幼
児
〜
小
学
校
低
学
年

●
参
加
費　

無
料

　

真
田
図
書
館　

TEL
72
・
８
０
８
０

北
国
街
道
柳
町
夏
祭
り

　

恒
例
の
柳
町
の
夏
祭
り
で
す
。

●
日
時　

８
月
17
日
㈯
午
後
２
時
〜
８
時

●
場
所　

柳
町
通
り

●
内
容　

①
バ
ン
ド
演
奏
／
白し
ら

石い
し

才と
し

三ぞ
う

氏

ほ
か
、
②
ゴ
ロ
ピ
カ
の
フ
ァ
イ
ア
ー
ダ

ン
ス
／
午
後
７
時
30
分
、
③
ア
ユ
の
つ

か
み
取
り
／
午
後
３
時
、
④
上
田
の
ご

当
地
キ
ャ
ラ
、
⑤
信
州
上
田
お
も
て
な

し
武
将
隊
、
⑥
ヒ
ロ
・
タ
ッ
キ
ー
の
腹

話
術
、
⑦
紙
芝
居

　

柳
町
夏
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
岡
崎
）　

TEL
22
・
０
１
４
９

腰
越
夏
ま
つ
り

　

腰
越
地
区
で
お
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
15
日
㈭
午
後
６
時
30
分
〜

●
場
所　

腰
越
橋
上
流「
さ
ん
ぽ
・
馬
坂
」

●
内
容　

お
楽
し
み
カ
ラ
オ
ケ
／
午
後
６

時
30
分
〜
、
ア
ッ
プ
ル
学
園
コ
ン
サ
ー

ト
／
午
後
７
時
〜
、納
涼
花
火
大
会（
ミ

ニ
・
ス
タ
ー
マ
イ
ン
連
発
！
）／
午
後

８
時
５
分
〜

　

腰
越
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会（
川
上
）

TEL
42
・
３
０
９
１

第
25
回
平
和
の
た
め
の

信
州
戦
争
展

　

終
戦
記
念
日
を
中
心
に
開
催
さ
れ
て
い

る
、
戦
争
の
悲
劇
か
ら
教
訓
を
学
ぶ
た
め

の
講
演
会
や
、
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
開
催

し
ま
す
。

◇
講
演
会

●
日
時　

８
月
７
日
㈬
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
30
分

●
場
所　

上
田
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
演
題
／
講
師　
「
憲
法
九
条
の
新
た
な

危
機
に
抗こ
う

し
て
」
／
小
森
陽
一
氏（
東

京
大
学
教
授
）

◇
展
示
な
ど

●
日
時　

８
月
14
日
㈬
〜
16
日
㈮
午
前
９

時
〜
午
後
５
時（
16
日
は
午
後
３
時
ま

で
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

戦
争
体
験
の
語
り
、
戦
争
に
関

す
る
資
料（
15
年
戦
争
、
満
蒙
開
拓
団
、

上
小
の
戦
争
遺
跡
）の
展
示
、
戦
後
の

日
本
や
各
地
の
戦
争
、
原
発
問
題
な
ど

の
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示

◇
共
通
事
項

●
参
加
費　

講
演
会
と
展
示
／
５
０
０

円
、
展
示
の
み
／
３
０
０
円

　

※
高
校
生
以
下
無
料

●
申
し
込
み　

不
要

　

信
州
戦
争
展
事
務
局（
北
沢
）

　
　

TEL
35
・
１
４
６
１

催
し
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講
座
・
教
室

Photoshop

超
入
門

　

画
像
処
理
ソ
フ
ト
のPhotoshopCS6

の
入
門
講
座
で
す
。
色
合
い
や
明
る
さ
の

補
正
、
不
要
な
も
の
の
消
し
方
、
大
き
さ

の
変
更
、
ト
ー
ン
カ
ー
ブ
な
ど
、
基
本
に

つ
い
て
学
び
ま
す
。

●
日
時　

９
月
５
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
30
分

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
経
験
者
、Photoshop

　
初
心
者

●
定
員　

先
着
20
名（
最
小
催
行
人
数
５

名
）

●
受
講
料　

１
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

８
月
15
日
㈭
〜
９
月
３
日

㈫
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

初
歩
か
ら
学
べ
る

Photoshop

講
座

　

画
像
処
理
ソ
フ
ト
のPhotoshopCS6

を
初
歩
か
ら
学
ぶ
連
続
講
座
で
す
。
ソ
フ

ト
の
概
略
、デ
ジ
タ
ル
画
像
の
基
本
知
識
、

ツ
ー
ル
の
操
作
、
画
像
の
加
工
、
色
調
補

正
な
ど
、
サ
ン
プ
ル
画
像
を
使
い
な
が
ら

学
び
ま
す
。
な
お
、
こ
の
講
座
の
後
に
は

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
も
予

定
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

９
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、
10

月
３
日
の
木
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

パ
ソ
コ
ン
経
験
者
、Photoshop

　
初
心
者

●
定
員　

先
着
20
名（
最
小
催
行
人
数
５

名
）

●
受
講
料　

４
０
０
０
円（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
２
６
２
５
円
）

●
申
し
込
み　

８
月
22
日
㈭
〜
９
月
１
日

㈰
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

Excel

初
心
者
夜
間
講
座

２
日
間
コ
ー
ス[Excel2013

使
用]

　

最
新
バ
ー
ジ
ョ
ン
のExcel2013

を

使
っ
た
初
心
者
向
け
講
座
で
す

●
日
時　

９
月
12
日
・
19
日
の
木
曜
日
午

後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

文
字
入
力
の
で
き
る
方

●
定
員　

先
着
20
名（
最
小
催
行
人
数
５

名
）

●
受
講
料　

２
５
０
０
円（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
１
２
６
０
円
）

●
申
し
込
み　

８
月
22
日
㈭
〜
９
月
10
日

㈫
に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

ツ
イ
ッ
タ
ー
・Facebook

入
門（
夜
間
講
座
）

　

今
話
題
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
）の
ツ
イ
ッ

タ
ー
とFacebook

を
こ
れ
か
ら
始
め
た

い
方
の
た
め
の
講
座
で
す
。ツ
イ
ッ
タ
ー
・

Facebook

の
安
全
な
使
い
方
を
学
び
ま

す
。

●
日
時　

８
月
29
日
㈭
午
後
７
時
〜
９
時

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

タ
ー　

●
対
象　

ツ
イ
ッ
タ
ー
・Facebook

へ

登
録
を
し
て
い
る
方（
登
録
で
き
な
い

方
は
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

●
定
員　

先
着
20
名（
最
小
催
行
人
数
５

名
）

●
受
講
料　

１
５
０
０
円

●
申
し
込
み　

８
月
８
日
㈭
〜
27
日
㈫

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

Edo

ワ
ー
ル
ド
へ
よ
う
こ
そ
！

城
下
町
上
田
見
聞
録

　

江
戸
時
代
の
城
下
町
上
田
の
あ
り
さ
ま

を
絵
図
や
道
中
記
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し

て
い
き
ま
す（
全
７
回
）。

●
日
時　

９
月
４
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

３
時

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

●
演
題　
「
江
戸
か
ら
信
州
上
田
ま
で
」

●
講
師　

尾
崎
行ゆ
き

也や

氏（
上
田
社
会
教
育

大
学
講
師
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

８
月
10
日
㈯
以
降
、
電
話

で
左
記
へ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
講
座

　

赤
ち
ゃ
ん
と
手
話
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
ま
す
。

●
日
時　

８
月
26
日
、
９
月
30
日
、
10
月

28
日
、
11
月
25
日
の
月
曜
日
、
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

生
後
６
か
月
〜
１
歳
６
か
月
児

と
保
護
者

●
定
員　

先
着
15
組

●
参
加
費　

４
０
０
円（
初
日
に
徴
収
）

●
申
し
込
み　

８
月
12
日
㈪
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

に
こ
に
こ
赤
十
字
健
康
教
室

●
日
時　

９
月
６
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
２
時
30
分（
受
付
10
時
〜
）

●
場
所　

塩
田
公
民
館

●
内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
・
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
、
応
急
手
当
の
方
法
、
寝
た
き
り

防
止
法
な
ど

●
対
象　

60
歳
以
上
の
方

●
定
員　

先
着
30
名

講
座
・
教
室
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●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

８
月
９
日
㈮
〜
23
日
㈮

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

●
そ
の
他　

昼
食
は
赤
十
字
奉
仕
団
で
用

意
し
ま
す
。

　

福
祉
課　

TEL
71
・
８
０
８
１

企
画
展「
真
田
幸
村
の

遺の
こ

し
た
も
の
」特
別
講
座

　

特
別
企
画
展「
真
田
幸
村
の
遺の
こ

し
た
も

の
」（
第
二
期
）に
ち
な
ん
だ
サ
ロ
ン
ト
ー

ク
を
開
催
し
ま
す
。
現
在
展
示
中
の
真
田

左さ

衛え

門も
ん

佐の
す
け

信
繁（
幸
村
）自
筆
書
状
な
ど
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

●
日
時　

８
月
23
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

●
講
師　

寺
島
隆
史
氏（
元
市
立
博
物
館

館
長
）

●
定
員　

先
着
50
名

●
受
講
料　

８
０
０
円（
入
館
料
、
お
茶

代
含
む
）

●
申
し
込
み　

８
月
19
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

受
講
生
募
集

●
日
時　

９
月
20
日
、
27
日
、
10
月
18
日
・

25
日
の
金
曜
日（
全
４
回
）、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時（
９
月
27
日
、
10
月
25
日

は
1
日
）

●
場
所　

丸
子
公
民
館（
９
月
27
日
、
10

月
25
日
は
現
地
視
察
／
多
治
見
市
美
濃

焼
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
能
美
市
九
谷
焼
資

料
館
ほ
か
）

●
内
容　

焼
き
物
の
里
を
歩
く〝
瀬
戸
へ
、

美
濃
へ
、
そ
し
て
九
谷
へ
〞

　

私
た
ち
の
最
も
身
近
な
存
在
で
あ
る
焼

き
物
が
、
ど
の
よ
う
な
所
で
、
ど
の
よ
う

に
作
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
を
も
っ
て

い
る
の
か
、
焼
き
物
産
地
を
専
門
家
の
案

内
で
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
講
師　

竹
内
一か
ず

徳の
り

氏（
元
丸
子
郷
土
博

物
館
館
長
）

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

●
定
員　

先
着
25
名（
最
小
催
行
人
数
５

名
）

●
受
講
料　

４
０
０
円（
初
日
に
徴
収
。

別
途
交
通
費
、
見
学
料
が
必
要
）

●
申
し
込
み　

８
月
８
日
㈭
〜
22
日
㈭
に

電
話
、ま
た
は
、氏
名
、住
所
、電
話
番
号

を
明
記
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
42
・
０
３
０
３
）

で
左
記
へ
。

　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
３
１
４
７

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
資
格

取
得
講
習
会

　

消
防
法
第
８
条
で
は
、
一
定
規
模
以
上

の
建
物
に
つ
い
て
権
限
を
有
す
る
者
に
対

し
て
、
防
火
管
理
者
を
定
め
さ
せ
消
防
計

画
に
基
づ
い
て
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務

を
行
わ
せ
る
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
防
火
管
理
者
と
し
て
の
必
要
な
資
格

を
取
得
す
る
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時　

９
月
26
日
㈭
・
27
日
㈮
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
定
員　

約
１
０
０
名

●
受
講
料　

一
般
５
０
０
０
円（
上
小
防

火
管
理
者
協
議
会
員
３
５
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

８
月
27
日
㈫
午
前
９
時
以

降
、
左
記
ま
た
は
丸
子
・
真
田
・
東
御
・

依
田
窪
南
部
消
防
署
窓
口
へ
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
消
防
本
部

　
　

予
防
課　

TEL
26
・
０
０
２
９

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

　

初
め
て
点
字
を
学
ぶ
方
、
ま
た
は
初
級

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

９
月
５
日
〜
11
月
７
日
の
毎
週

木
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

（
全
10
回
）

●
場
所　

上
田
点
字
図
書
館

●
対
象　

原
則
と
し
て
10
回
の
講
座
に
出

席
で
き
、
将
来
点
訳
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
し
た
い
方（
パ
ソ
コ
ン
を

お
持
ち
の
方
）。

●
定
員　

15
名

●
受
講
料　

無
料（
別
途
、
テ
キ
ス
ト
代

１
０
５
０
円
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保

険
料
３
０
０
円
）

●
持
ち
物　

Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
ー

●
申
し
込
み　

８
月
８
日
㈭
〜
28
日
㈬

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
点
字
図
書
館

　
　

TEL
22
・
１
９
７
５

喫
茶
・
文
化
講
座「
天
然
石
で
作
る

ア
ク
セ
サ
リ
ー
」

　

天
然
石（
パ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン
）を
使
っ
て

ネ
ッ
ク
レ
ス
や
ブ
ロ
ー
チ
に
な
る
２w

ウ
ェ
イ

ay

ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

９
月
９
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

●
場
所　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

●
講
師　

青
木
か
お
る
氏（
㈳
生
涯
学
習

協
議
会
ビ
ー
ズ
ス
テ
ッ
チ
認
定
講
師
）

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

２
８
０
０
円（
材
料
費
、
お

茶
代
含
む
）

●
持
ち
物　

ニ
ッ
パ
ー
（
お
持
ち
の
方
）

●
申
し
込
み　

８
月
31
日
㈯
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

池
波
正
太
郎
真
田
太
平
記
館

　
　

TEL
28
・
７
１
０
０

講
座
・
教
室
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種
か
ら
育
て
る
花
づ
く
り

講
習
会

　

春
に
花
が
咲
く
パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
な

ど
を
種
か
ら
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

８
月
28
日
㈬
午
前
９
時
30
分
〜

（
２
時
間
程
度
）

●
場
所　

信
濃
国
分
寺
史
跡
公
園（
資
料

館
西
側
広
場
）

●
内
容　

秋
ま
き
の
草
花（
パ
ン
ジ
ー
・

ビ
オ
ラ
な
ど
）の
種
ま
き
の
ポ
イ
ン
ト
、

育
て
方
に
つ
い
て
講
義
と
実
践
を
行
い

ま
す
。

●
講
師　

武
田
正
男
氏（
元
上
田
市
農
業

バ
イ
オ
セ
ン
タ
ー
所
長
）

●
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
方

●
持
ち
物　

鉢
・
プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
種
を

ま
く
容
器
、
土（
市
販
の
プ
ラ
ン
タ
ー

の
土
な
ど
）、
秋
ま
き
用
の
種（
種
を
持

参
す
る
か
、
事
前
に「
花
の
種
銀
行
」を

ご
利
用
く
だ
さ
い
）、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

８
月
26
日
㈪
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　

公
園
緑
地
課　

TEL
23
・
５
１
３
４

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト

運
転
技
能
講
習
会

　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
資
格
を
習

得
し
、
よ
り
有
利
な
条
件
で
再
就
職
で
き

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。（
フ
ォ
ー

ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
修
了
証
が
取
得

で
き
ま
す
）。
講
習
最
終
日
に
は
、
合
同

面
接
会（
就
職
相
談
会
）を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
４
日
㈬
〜
18
日
㈬
の
う
ち

６
日
間
／
午
前
８
時
45
分
〜
午
後
５
時

10
分（
学
科
）／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
実
技
）※
全
日
程
受
講
必
要

●
場
所　

上
小
ト
ラ
ッ
ク
研
修
会
館
、
豊

殿
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
を

さ
れ
て
い
る
、
55
歳
以
上
の
方
、
普
通

自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

●
定
員　

20
名（
応
募
多
数
時
は
選
定
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

８
月
12
日
㈪
ま
で
に
、
直

接
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
、
ま
た
は
左
記

へ
。

　

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
23
・
６
０
０
２

社
交
ダ
ン
ス
教
室

初
級
コ
ー
ス（
後
期
）

●
日
時　

９
月
４
日
〜
11
月
27
日
の
水
曜

日
午
後
７
時
〜
９
時（
全
11
回
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
定
員　

先
着
60
名

●
受
講
料　

３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

８
月
10
日
㈯
〜
30
日
㈮

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
協
会
事
務

局（
五
味
）　

TEL
27
・
８
５
７
４

障
が
い
者
芸
術
・
文
化
講
座

●
日
時　

９
月
４
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

ガ
ラ
ス
の
花
器
を
使
っ
て
サ
ン

ド
ア
ー
ト
を
作
り
、
一
緒
に
プ
リ
ザ
ー

ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
を
飾
り
ま
す
。
プ
リ

ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
と
は
生
花
を
加
工

し
て
で
き
た
生
の
花
に
近
い
質
感
の
新

し
い
花
で
、
着
色
を
施
し
て
あ
る
の
で

色
も
４
〜
５
年
は
そ
の
ま
ま
保
ち『
永

遠
の
花
』と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す

●
対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
障
害
者
手

帳
所
持
者

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

５
０
０
円

●
申
し
込
み　

８
月
８
日
㈭
〜
26
日
㈪
に
、

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
28
・
５
５
２
０
）

で
左
記
へ
。

　

上
小
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー　

TEL
28
・
５
５
２
２

男
子
！
秋
の
体
力
ア
ッ
プ
塾

　

筋
肉
を
引
き
締
め
、
筋
力
ア
ッ
プ
で
太

り
に
く
い
カ
ラ
ダ
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

●
日
時　

９
月
３
日
〜
11
月
26
日
の
火
曜

日
、
午
後
７
時
〜
８
時（
全
10
回
）

●
場
所　

塩
田
公
民
館

●
内
容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
、
簡
単
な
リ
ズ
ム
体
操

●
対
象　

成
人
男
性（
女
性
も
参
加
可
能
）

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

講
座
・
教
室
／
募
集

●
定
員　

先
着
20
名

●
受
講
料　

５
０
０
円（
会
員
３
０
０
円
）

●
持
ち
物　

水
分
補
給
用
飲
料
、タ
オ
ル
、

運
動
靴
、
着
替
え（
必
要
な
方
）

●
申
し
込
み　

８
月
19
日
㈪
〜
30
日
㈮

に
、
電
話
で
左
記
へ
。

　

う
え
だ
ミ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局　

TEL
71
・
５
３
９
２

募　

集

丸
子
フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル

テ
ナ
ン
ト
入
店
者
募
集

　

空
き
テ
ナ
ン
ト
の
入
店
者
を
募
集
し
ま

す
。

●
場
所　

フ
ァ
ー
ス
ト
ビ
ル
１
階（
上
丸

子
９
５
０
）

●
面
積　

①
60
・
72
㎡
、
②
45
・
76
㎡　

●
家
賃　

①
６
万
７
７
０
０
円
／
月
、
②

５
万
１
０
０
０
円
／
月

　

地
域
振
興
課　

TEL
42
・
１
０
４
３

り
ん
ご
オ
ー
ナ
ー
募
集

　

市
内
で
の
地
産
地
消
を
推
進
す
る
た

め
、
市
民
を
対
象
と
し
た
り
ん
ご
の
木

オ
ー
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。
こ
の
秋
、
蜜

入
り
で
採
れ
た
て
の
り
ん
ご
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。
収
穫
し
た
り
ん
ご
は
、親
戚
・

友
人
な
ど
へ
の
贈
答
用
と
し
て
も
利
用
で

き
ま
す
。

●
日
程　

オ
ー
ナ
ー
木
の
選
定
／
９
月
中

旬
、
収
穫
体
験
／
11
月
下
旬

●
場
所　

常
磐
城

●
対
象　

市
内
在
住
で
収
穫
に
必
ず
来
て

い
た
だ
け
る
方

●
料
金　

Ａ
コ
ー
ス
／
１
本
１
万
８
０
０
０

円（
通
常
収
量
50
㎏
、
最
低
収
量
保
証
40

㎏
）、
Ｂ
コ
ー
ス
／
１
本
２
万
８
０
０
０

円（
通
常
収
量
80
㎏
、
最
低
収
量
保
証

70
㎏
）

●
品
種　

両
コ
ー
ス「
サ
ン
ふ
じ
」

●
販
売
本
数　

Ａ
コ
ー
ス
／
30
本
、
Ｂ
コ
ー

ス
／
20
本

●
申
し
込
み　

申
込
用
紙
兼
契
約
書（
電

話
受
付
後
、
事
務
局
か
ら
送
付
）に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
８
月
16
日
㈮
ま
で

に
、
直
接
左
記
へ
。

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

平
成
26
年
上
田
市
成
人
式

実
行
委
員
を
募
集

　

平
成
26
年
１
月
12
日
㈰（
成
人
の
日
の

前
日
）に
、
市
内
７
会
場
で
開
催
す
る
成

人
式
の
企
画
・
運
営
を
行
う
実
行
委
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
自

身
の
ア
イ
デ
ア
で
式
を
企
画
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
対
象　

平
成
５
年
４
月
２
日
〜
平
成
６

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

●
申
し
込
み　

住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
、

　

出
身
中
学
を
明
記
の
上
、
メ
ー
ル

（shogaku@
city.ueda.nagano.jp

）、

ま
た
は
電
話
で
左
記
へ
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

　
　

教
育
事
務
所　

TEL
42
・
３
１
４
７

　
　

教
育
事
務
所　

TEL
72
・
２
６
５
５

　
　

教
育
事
務
所　

TEL
85
・
２
０
３
０

＜広告欄＞

市携帯サイト用
二次元コード
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国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
「
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル2013　

in M
aruko

」の
企
画
・
運
営
に
あ
た
る

実
行
委
員
や
、
国
際
交
流
団
体
が
行
う
体

験
教
室
、試
食
コ
ー
ナ
ー
、イ
ベ
ン
ト
ブ
ー

ス
な
ど
の
事
前
準
備
や
当
日
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
12
日
㈯
午
前
10
時
〜
午
後

４
時（
予
定
）

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館

●
申
込
方
法　

８
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
で
左
記
へ
。

　
「
国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル2013

　
　

in M
aruko

」実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
（
丸
子
公
民
館
内
）　

TEL
42
・
３
１
４
７

眞
田
幸
村
公
出
陣
ね
ぷ
た

参
加
者
募
集

　

９
月
７
日
㈯
、「
第
4
回
信
州
上
田
日ひ
の

本も
と

一い
ち

の
秋
ま
つ
り
眞
田
幸
村
公
出
陣
ね
ぷ

た
」を
開
催
し
ま
す
。
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
ね
ぷ
た
曳え
い

航こ
う

と
踊
り
連

●
時
間　

午
後
６
時
〜
９
時

●
場
所　

中
心
市
街
地

●
内
容　

ね
ぷ
た
の
ひ
き
手
と
踊
り
連

●
募
集
人
員　

４
０
０
０
名

◇
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

●
時
間　

午
後
３
時
〜
９
時

●
場
所　

上
田
駅
お
城
口
ロ
ー
タ
リ
ー

●
内
容　

真
田
関
連
の
演
舞
、
文
化
活
動

の
発
表

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

８
月
19
日
㈪
ま
で
に
①

曳え
い

航こ
う

参
加
、
②
踊
り
連
参
加
、
③
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
参
加
の
い
ず
れ
か
を
明

記
し
、
代
表
者
の
氏
名
、
住
所
、
連
絡

先
、
参
加
人
数（
小
人
、
大
人
の
内
訳
）、

記
念
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
サ
イ
ズ（
Ｓ
・
Ｍ
・

Ｌ
・
LL
）を
記
入
し
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
22
・

７
７
１
８
）に
て
。

　

日
本
一
の
秋
ま
つ
り
眞
田
幸
村
公
出

陣
ね
ぷ
た
実
行
委
員
会（
宮
下
）

　
　

TEL
０
９
０
・
２
２
２
６
・
２
２
８
５

都
市
景
観
賞
に

応
募
く
だ
さ
い

　

魅
力
あ
る
景
観
を
形
成
し
、
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
建
築
物
や
緑
化
推

進
活
動
な
ど
を
、
都
市
景
観
賞
と
し
て
選

定
し
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん

の
で
、
ぜ
ひ
応
募
く
だ
さ
い
。
応
募
方
法

な
ど
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

８
月
30
日
㈮
必
着

　

都
市
計
画
課　

TEL
23
・
５
１
２
７

ａ
ｂ
ｎ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞

作
品
を
募
集

　

長
野
朝
日
放
送
主
催
の「
第
13
回
ふ
る

さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ
」へ
の
応

募
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
作
品　

上
田
の
特
徴
や
魅
力
を
表

現
し
た
未
発
表
Ｃ
Ｍ

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方（
グ
ル
ー
プ
も
可
）

●
作
品
時
間　

１
作
品
30
秒
間

●
作
品
規
格　

家
庭
用
・
業
務
用
ビ
デ
オ
、

静
止
画
像
も
可
能
で
す
。
作
品
は
Ｈ
Ｄ

形
式
テ
ー
プ
、
ｍ
ｉ
ｎ
ｉ
Ｄ
Ｖ
、
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
い
ず
れ
か
の
形
式
で
制
作
し
て
く

だ
さ
い
。

●
応
募
点
数　

一
人
ま
た
は
１
団
体
１
品

●
参
加
費　

無
料（
制
作
に
か
か
る
費
用

は
応
募
者
負
担
）

●
応
募
方
法　

９
月
24
日
㈫
ま
で
に
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
作
品
送
付
状
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
作
品
と
と

も
に
郵
送（
〒
３
８
６－

８
６
０
１　

住
所
不
要
）、
ま
た
は
直
接
左
記
へ
。

●
そ
の
他　

詳
し
い
応
募
要
項
お
よ
び
作

品
送
付
状
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

広
報
情
報
課　

TEL
71
・
８
０
８
０

募
集

＜広告欄＞
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お宝発見！
市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。

上田の

県
営
住
宅
入
居
者
統
一
募
集

　

上
田
市
、
東
御
市
に
あ
る
県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間　

８
月
26
日
㈪
〜
９
月
4
日

㈬
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
土
、
日

曜
日
も
受
け
付
け
ま
す
。）

●
受
付
場
所　

住
宅
供
給
公
社
上
田
管
理

セ
ン
タ
ー
（
上
田
合
同
庁
舎
南
棟
内
）

●
抽
選
会　

９
月
12
日
㈭
午
後
１
時
30
分

／
上
田
合
同
庁
舎
南
棟
２
階
会
議
室

●
そ
の
他　

詳
細
は
８
月
19
日
㈪
以
降
、

左
記
へ
直
接
、
ま
た
は
モ
バ
イ
ル
サ
イ

ト（http://w
w
w
.avis.ne,jp/̃njkk/

m
/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
供
給
公
社
上
田
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
29
・
７
０
１
０

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

自
然
と
調
和
し
た
清
楚
な
姿

「
前ぜ

ん

山さ
ん

寺じ

三さ
ん

重じ
ゅ
う

塔の
と
う

」

は
、
各
層
に
縁え
ん

と
勾こ
う

欄ら
ん（
手
す
り
）が
付
い
て
い
ま
す
。
こ

の
塔
の
二
層
、
三
層
に
は
そ
れ
ら
が
あ
り
ま
せ
ん
。
縁
と

勾
欄
を
載
せ
る
た
め
の
貫ぬ
き

の
材
が
出
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
各
所
に
や
り
か
け
と
思
わ
れ
る
所
が

あ
る
の
で
、
こ
の
塔
は
未
完
成
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
頃
の
塩
田
は
、
村
上
氏
の
配
下
の
福
沢
氏
が
支
配
し
、

こ
の
三
重
塔
も
福
沢
氏
が
建
て
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
工
事
を
途
中
で
中
止
し
て
し
ま
う
よ
う
な
、
何
か
大

き
な
事
件
が
起
き
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
何
の
不
調
和
な
感
じ
も
せ
ず
、
各
層
の
重
な

り
合
っ
た
美
し
い
曲
線
、
高
く
そ
そ
り
建
っ
た
九く

輪り
ん

の
荘

厳
さ
は
、
と
て
も
み
ご
と
で
す
。
そ
し
て
、
こ
の
三
重
塔

と
本
堂
を
と
り
ま

く
自
然
の
す
ば
ら

し
さ
も
含
め
て
、

多
く
の
人
に
愛
さ

れ
、
い
つ
も
訪
れ

る
人
で
賑に
ぎ

わ
っ
て

い
ま
す
。

　

塩
田
の
東
前
山
に
は
前
山
寺
が
あ
り
、
そ
こ
に
は「
未

完
成
の
塔
」と
も「
未
完
成
の
完
成
塔
」と
も
い
わ
れ
る
名

高
い
三
重
塔
が
あ
り
ま
す
。

　

建
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
記
録
が
な
く
明
ら
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
建
築
手
法
か
ら
み
て
室
町
時
代
末
期
と
推

定
さ
れ
、
上
田
地
域
の
４
つ
の
三
重
塔
の
中
で
最
も
新
し

い
塔
で
す
。

　

上
田
で
育
っ
た
人
な
ら
、
小
中
学
生
の
頃
に
先
生
か
ら

聞
い
た
人
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
塔
に
は
と
て
も

珍
し
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
通
常
、
三
重
塔
や
五
重
塔
に

＜広告欄＞

前山寺三重塔

縁と勾欄
（参考：信濃国分寺三重塔）



四ツ葉ス
ケッチ

　「おばちゃん久しぶりだに、
今日はよく来てくれたね」。
そんな元気な声が聞こえてく
る沖公民館。
　６月30日、沖自治会で毎
年恒例の地域交流会が開催
され、約30人のお年寄りと
子どもが参加しました。沖自
治会は武石地域の入口に位置
し、縦に長い地域。同じ自治
会なのに普段あまり顔を会わ
せる機会がない。そんな理由
から、年に一回みんなで集
まって「元気だったかい」と顔
を見て話をしようと、ひまわ
りの会（自治会内の女性の皆
さん）が中心となり二十数年
前から交流会が行われていま
す。
　この日は、ひまわりの会の皆さんと地域内の子どもたちによる手作りのおだんごや料理が振る舞わ
れました。
　交流会に参加した、加藤

は

つよさんは「毎年この交流会を楽しみにしています。今日はいっぱいお
しゃべりしていきます」と話していました。
　公民館では話に花が咲き、元気な笑い声があちこちから聞こえてきました。

み
ん
な
で
楽
し
く
い
っ
ぱ
い
お
し
ゃ
べ
り

沖
自
治
会
地
域
交
流
会

　

７
月
７
日
、
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ
ザ
う
え

だ
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、
約
６
０
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
の
記
念
講
演
会
は
文
化
会
館

で
開
催
さ
れ
、
現
東
京
大
学
教
授
理
学

博
士
で
日
本
ボ
デ
ィ
ー
ビ
ル
選
手
権

大
会
の
優
勝
経
験
者
で
も
あ
る
石い
し

井い

直な
お

方か
た

氏
を
講
師
に
、「
げ
ん
き
度
を
あ

げ
る
身
体
づ
く
り
〜
メ
タ
ボ
を
予
防
、

な
ら
な
い
ロ
コ
モ
〜
」と
題
し
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

げ
ん
き
度
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
介
護
を
必
要
と
し
な

い
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る「
健
康
寿
命
」を
延
ば
す
こ
と

が
大
切
で
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪

症
候
群
、
通
称
メ
タ
ボ
）や
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム（
運
動
器
症
候
群
、
通
称
ロ
コ
モ
）に
な
ら
な
い
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
は
、
日
々
、
筋
肉
を

し
っ
か
り
動
か
し
て
運
動
を
す
る
こ
と
が
、
メ
タ
ボ
や
ロ

コ
モ
の
予
防
改
善
に
繋
が
る
こ
と
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
足
腰
体
幹
の
筋
肉
を
効
果
的
に
鍛
え
る
た

め
に
、
低
負
荷
で
で
き
る
運
動
と
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と
し

た
動
作
で
の
ス
ク
ワ
ッ
ト
の
実
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

笠
原
朱あ
け

美み

さ
ん（
小
泉
）は「
運
動
の
体
験
が
で
き
て
良

か
っ
た
。
食
事
も
運
動
も
両
方
大
事
だ
と
思
っ
た
」と
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

げんき度をあげる身体づくりについて講演
健康フォーラム開催
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　７月７日、真田図書館で絵本講座が
開催され、読み聞かせのボランティア
など11名が参加しました。
　講師の山浦美幸さん（上田女子短期
大学非常勤講師）は、「絵本は、絵と
物語が同時に楽しめ、絵が物語のメッ
セージを伝える。読み聞かせの絵本を
選ぶときに１番大切なのは、絵本が主
役ということ」と話します。
　参加者はお互いに楽しく読み聞かせ
あいながら、絵本の持つ力を改めて体
験しました。
　講師からは「まず絵だけをしっかり
見て絵本のメッセージを感じること。
そして、物語全体の流れをつかみ自然
体で読むと、絵本の楽しさが聞き手に
伝わる。ドラマチックに読むと絵が活

い

きない」とアドバイスがあり、参加者
は真剣に聴き入っていました。
　小学校で読み聞かせのボランティア
をしている鈴木継

つぐ

彦
ひこ

さん（横沢）は「聞
き手になる講座は初めてで新鮮でし
た。今までは気持を込めすぎていたが、
絵本が主役になるような読み方をした
い」と話していました。

　

６
月
20
日
、
塩
川
小
学
校

３
年
東
組
33
名
が
、
狐
塚
自

治
会
内
の
狐
塚
ほ
た
る
の
里

自
然
保
護
地
区
の
遊
歩
道
清

掃
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
地
域
体
験

授
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
児
童
は
８
班
に

分
か
れ
て
手
す
り
の
拭
き
掃

除
や
竹
ぼ
う
き
を
使
っ
た
掃

き
掃
除
を
１
時
間
ほ
ど
行
い

ま
し
た
。

　

こ
の
遊
歩
道
は
、
わ
が
ま

ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
の

補
助
を
受
け
、
木
材
チ
ッ
プ

を
敷
き
詰
め
、
急
坂
の
部
分

に
は
枕
木
を
利
用
し
た
階
段
を
作
り
、
年
間
を
通
じ
て
利
用
で
き
る
歩

き
や
す
い
遊
歩
道
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
タ
ル
が
飛
ぶ
時
期
に

は
大
勢
の
来
客
が
あ
る
た
め
、
地
元
狐
塚
自
治
会
の
方
々
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
周
辺
の
車
両
誘
導
を
し
て
い
ま
す
。

　

清
掃
活
動
終
わ
り
の
会
で
児
童
の
代
表
は
、「
ホ
タ
ル
が
こ
れ
か
ら

も
ず
っ
と
出
て
く
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
ほ
た
る
の
里
を
大
事
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

地
域
の
皆
さ
ん
が
大
切
に
し
て
い
る
ほ
た
る
の
里
を
大
切
に
想
い
な

が
ら
、
自
然
環
境
を
守
る
心
が
次
代
へ
確
実
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。

狐塚ホタルの里清掃作業

次代へつなぐ　地域の大切な場所

絵
本
講
座
を
開
催

聞
き
手
に
な
れ
ば
見
え
て
く
る
絵
本
の
力
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「
地
域
で
英
語
！
と
も
だ
ち
英
語
の
会
」は
、
代
表
の
宮
島
富
美
子

さ
ん（
上
写
真
左
）が
３
年
前
に
立
ち
上
げ
た
約
20
名
の
英
語
サ
ー
ク

ル
を
基
に
結
成
さ
れ
、
小
学
生
と
そ
の
親
、
英
語
好
き
な
地
域
の
方

を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
宮
島
さ
ん
は
中
学
校
か
ら
英
語
を
勉

強
し
得
意
だ
っ
た
も
の
の
、
海
外
に
行
っ
た
際
に
切
手
を
買
い
た
い

と
い
う
一
言
が
言
え
ず
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
方
法
で
は
英
語
を
話
せ

な
い
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
、
も
っ
と
自

然
に
英
語
を
身
に
着
け
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
と
考
え
る
よ
う
に
な

り
、「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、
世
界
で
堂
々
と
英
語
を
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
の
思
い
で
、
小
学
校
英
語
指
導
資
格

を
取
得
し
、
休
日
を
利
用
し
て
子
ど
も
た
ち
に
英
語
を
教
え
始
め
ま

し
た
。

　

会
員
で
英
語
・
国
際
交
流
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
大
森
美
和
さ
ん

（
上
写
真
右
）は
、

小
学
校
教
諭
、
ア

メ
リ
カ
留
学
を
経

て
、
都
内
の
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ス
ク
ー
ル
で
経
験

を
積
ま
れ
ま
し

た
。
地
方
に
は
英
語
好
き
な
人
が

大
勢
い
る
も
の
の
、
都
会
や
海
外

に
出
る
き
っ
か
け
や
人
の
繋
が

り
、情
報
が
少
な
い
こ
と
に
触
れ
、

大
森
さ
ん
は
双
方
の
パ
イ
プ
役
に

な
れ
る
よ
う
、
人
脈
や
経
験
を
生

か
し
て
専
門
的
な
観
点
か
ら
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

５
月
12
日
に
は
、
初
回
の
活
動
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ（
宇
宙
航
空

研
究
開
発
機
構
）で
活
躍
す
る
笹
村
舞ま

実み

氏（
下
写
真
右
）を
講
師
に

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
英
語
に
親
し
み
、
英
語
を
活
か
し
た
現
在
の

仕
事
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
、大
勢
の
参
加
者
で
賑に

ぎ

わ
い
ま
し
た
。

今
後
は
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
講
師
に
よ
る
生
き
た

英
語
の
学
習
や
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
楽
し
ん
で

英
語
に
触
れ
て
い
く
活
動
を
行
い
、事
業
を
充
実
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　

宮
島
さ
ん
は「
小
学
生
の
間
に
、
間
違
っ
て
も
い
い
か
ら
、
楽
し

ん
で
英
語
に
触
れ
て
い
く
期
間
が
必
要
。
将
来
は
、
観
光
・
商
業
の

ま
ち
上
田
を
海
外
に
紹
介
で
き
る
人
材
に
育
っ
て
も
ら
い
た
い
」、

大
森
さ
ん
は
、「
英
語
が
使
え
る
と
職
業
の
幅
が
広
が
り
、
世
界
で
の

活
躍
も
で
き
る
。
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

英
語
を
楽
し
ん
で
！

　

将
来
の
可
能
性
を
広
げ
て
、夢
を
描
い
て

地域で英語！ともだち英語の会

〈事業の紹介〉
「地域で英語！ともだち英
語の会」は、平成25年度か
らわがまち魅力アップ応援
事業の採択を受け、主に小
学生を対象に、上田地域の
子どもたちが、英語や世界
のことを広く学ぶきっかけ
となるような語学体験活動
を行います。今後は、11
月中旬に宇宙や太陽系につ
いて英語で学べる講演会の
開催を予定しています。

宮み
や

島じ
ま

富と

美み

子こ

さ
ん
、
大お
お

森も
り

美み

和わ

さ
ん

わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。
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有料広告掲載のお問い合わせは、上田市広報情報課（TEL71･8080）または㈲ダンディ信濃（トミー企画 TEL23･1706）へ。

読者通信は、市民の皆さんからの話題提供や投稿でつづるコーナーです。
掲載希望の方は広報情報課（TEL71・8080）までご連絡ください。

　

豊
殿
放
課
後
児
童
ひ
ろ
ば
を
ご
存
知
で
す

か
。
豊
殿
放
課
後
児
童
ひ
ろ
ば
は
、
平
成
21
年

度
か
ら
、
放
課
後
の
児
童
の
安
全
な
居
場
所
と

健
全
育
成
の
場
と
し
て
豊
殿
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
内
に
開
設
さ
れ
、
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

に
は
、
い
つ
で
も
誰
で
も
無
料
で
利
用
で
き
ま

す
。

　

こ
の
健
全
育
成
活
動
は
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
主
体
と
な
り
、
毎
日
30
人
前
後
の
児
童
が

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
７
日
、
豊
殿
小
学
校
の
児
童
・
保
護
者
・

幼
児
、
60
名
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
来
賓
な

ど
総
勢
１
９
０
余
名
が
参
加
し
、
第
３
回
児
童

ひ
ろ
ば
ま
つ
り
が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

つ
り
は
、回
を
重
ね
る
ご
と
に
参
加
者
も
増
え
、

児
童
ひ
ろ
ば
が
地
域
に
定
着
し
て
き
た
こ
と
は

喜
ば
し
い
限
り
で
す
。

　

今
回
は
、
集
団
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
お
互
い
に

触
れ
合
っ
て
笑
顔
で
交
流
が
で
き
、
子
ど
も
も

大
人
も
満
足
で
き
た
様
子
で
し
た
。

　

ま
た
、
ス
ラ
イ
ム
作
り
・
折
り
紙
・
野
菜
鉄

砲
作
り
・
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ジ
メ
ン
ト
・
ア
ー
ト

バ
ル
ー
ン
・
料
理
の
６
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

大
人
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
に
愛
情
を
か

け
て
文
化
や
技
術
を
伝
え
る
姿
が
あ
り

ま
し
た
。「
子
ど
も
一
人
を
育
て
る
に

は
村
ひ
と
つ
必
要
」と
い
う
話
が
あ
り

ま
す
が
、
今
回
、「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
守
り
育
て
る
」こ
と
を
実
践
す

る
中
で
、
会
話
も
弾
み
、
交
流
も
自
然

体
に
な
り
、
非
常
に
盛
り
上
が
り
を
見

せ
た
こ
と
が
一
番
の
成
果
で
し
た
。

　

運
営
委
員
は
も
と
よ
り
、
当
日
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
自
主
的
に
喜き

き々

と
し
て

活
動
す
る
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。ま
た
、

料
理
班
が
作
っ
て
く
れ
た
す
い
と
ん
汁

と
お
弁
当
は
大
好
評
で
し
た
。
参
加
者

全
員
に
感
謝
し
た
一
日
で
し
た
。

第
３
回
豊
殿
児
童
ひ
ろ
ば
ま
つ
り
と
地
域
の
想
い

記
事
投
稿
／
児
童
ひ
ろ
ば
ま
つ
り
運
営
委
員
会
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この印刷物はグリーン購入法の基準を満たす紙を使用しています。

人口：161,362人 男：78,820人 女：82,542人 世帯数：65,538世帯
　　　 （3,458人） 　   （1,585人） 　   （1,873人）

人の動き（平成25年７月１日現在）
（　）内は外国人の人数です。

災害や安全・安心に関する情報をいつでも、どこでも

緊急情報はメール配信で
登録は、右の二次元コードをご利用いただく
か、次のアドレスに空メールをお送くりくだ
さい。mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp
　  広報情報課　TEL71・8080

登録用
二次元コード

ご意見をお寄せください
「広報うえだ」へのご意見・ご要望などを
お寄せください。▲

郵送　〒386・8601　住所不要　広報情報課宛▲

TEL　71・8080　

▲

FAX　23・5241▲

Eメール　koho@city.ueda.nagano.jp▲

上田市ホームページ　http：//www.city.ueda.nagano.jp/

Ｑ：路線バスの利用者が減っているって聞くけど、本当なの？

Ａ：バスを含め市内の公共交通（バスの他、鉄道・タクシー）の利用者数は年々減少傾向なんだ。人口

の減少や少子高齢化、過疎化や中心市街地の衰退など、ライフスタイルの変化によってマイカー

での移動が中心になったことが大きな原因としてあるんだよ。

～10月から「運賃低減バス」実証運行開始～
　市では、10月１日から市内を走るバス事業者と協力して「運賃低減バス」の
運行を開始します。この運賃低減バスの概要などをシリーズでお知らせします。

Ｑ：このまま利用者が減ったらどうなるの？

Ａ：運賃収入が減った分を補おうと、運賃の値上げやバスの本

数を減らすことになり、その結果、ますます利用者が減っ

てしまい、最後には路線を廃止することもあるんだよ。

Ｑ：ところで、10月から始まる「運賃低減バス」って何？

Ａ：簡単に言えば、市内の路線バスの運賃を下げることだよ。より多くの人に

バスに乗ってもらって、この地域の路線バスを維持していこうとしている

んだよ。詳しい内容は、次回、お話しするね。

次回（８月16日号） ～バス路線存続のため、私たちにできることは？～

Ｑ：バス路線がなくなってしまうと、弟が高校に通うのにも、おばあちゃんが病院に行

くのにも困るけど、バスは、運賃が高かったり、時間が決められていたりして、気軽に

利用できないよね。

Ａ：確かに運行時間が決まっていたり、駅やバス停まで行かなければ利用できなかったりと気軽に

乗れない部分はあるけれど、環境や安全の点では、公共交通機関を利用することで良い面もあ

るんだよ。また、10月からは、バスに乗りやすくなるように、「運賃低減バス」の実証運行が

始まるから、今までよりも気軽にバスを利用できるようになるよ。

　  地域交通政策課　TEL23・5011シリーズ

Vol.1
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